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K-RIP supports the Sustainable Development Goals



深刻な公害を克服した九州

2020’s

九州地域、特に北九州地域は日本の四大工業地帯の一つとして、重化学工業を
中心に発展し、高度経済成⾧を牽引した一方で激しい公害をもたらしました。大規模
工場が集積する「城山地区」では、1965年に年平均80t/km2/月という日本一の降
下ばいじん量を、洞海湾は1969年の調査で溶存酸素量0.6mg／l、化学的酸素要
求量（COD）48.4mg／lを記録し、大腸菌さえすめない「死の海」と言われました。

現在、九州は、北九州や水俣などの公害克服の経験を通じて、高度な環境・リサイクル技術が
蓄積し、特色ある環境関連企業が集積する地域となりました。また、太陽光、地熱、バイオマス等
豊富な再エネ資源を活用した再エネ導入（全国シェア約２割）や関連技術でも他地域を先導し
ている他、水素エネルギーの研究開発や、PVメンテ・リサイクルなど、先駆的なプロジェクトも進めら
れています。 さらに、経済発展が進むアジア各国からの視察や商談申込みも増加しています。

1960’s

60~70’s

この公害に、こどもの健康を心配した母親たちが立ち
上がりました。住民運動や報道が社会の問題意識を
高め、企業や行政の公害対策強化を促したのです。

市民、企業、行政が一体となって環境改善に取り
組んだ結果、環境は急速に改善され、1980年代には、
環境再生を果たした「奇跡のまち」として国内外に紹介
されるようになりました。

婦人会の工場視察
婦人会の研究発表会

企業との公害防止協定(1967)
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UFB発生装置

廃基板等から貴金属回収

九州地域の環境エネルギー関連産業の分布
北部エリア

公害克服等を通じ
た高度な環境浄化、
廃棄物処理、リサイ
クル技術が蓄積。
PVメンテナンスなど
再エネ関連技術も
集積しており、先駆
的な取組も進行中

北部エリア
公害克服等を通じ
た高度な環境浄化、
廃棄物処理、リサイ
クル技術が蓄積。
PVメンテナンスなど
再エネ関連技術も
集積しており、先駆
的な取組も進行中

協和機電工業㈱（⾧崎市）
水処理ﾌﾟﾗﾝﾄ設計･製造

ﾊｳｽﾃﾝﾎﾞｽ･技術ｾﾝﾀｰ㈱（佐世保市）
先端環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ技術実証

PV-ams （福岡市）
太陽光発電O&M

㈱くりんか（宗像市）
石炭灰・鉄鋼ｽﾗｸﾞﾘｻｲｸﾙ

㈱ｱｽﾃｯｸ入江（北九州市）
都市鉱山､塩化鉄液ﾘｻｲｸﾙ

輻射式省ｴﾈ空調機器

食品残渣用ラボクッカー 焼酎かすﾊﾞｲｵﾏｽ発電設備

②海水淡水化施設

家電リサイクル作業

透水･保水性舗装骨材に再利用

ﾗﾌﾞﾌｫﾚｽﾄ大牟田（大牟田市）
紙おむつﾘｻｲｸﾙ

再生砕石

㈱ｴｺﾌｧｸﾄﾘｰ（熊本市）
次世代省ｴﾈ空調機器

㈱FKGｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ（八代市）
灰処理､再生路盤材

凝集剤

㈱ワイビーエム（唐津市）
ﾌｧｲﾝﾊﾞﾌﾞﾙ、地盤改良

地盤改良機

①

①北九州エコタウン

②

④大牟田エコタウン

⑤水俣エコタウン

中央部エリア
エコタウンを中心とす
るリサイクル関連企
業の集積に加え、省
エネ機器、環境浄
化資材などでアジア
展開を目指す研究
開発型企業も立地

中央部エリア
エコタウンを中心とす
るリサイクル関連企
業の集積に加え、省
エネ機器、環境浄
化資材などでアジア
展開を目指す研究
開発型企業も立地

西部エリア
造船技術を応用した水処理
プラント製造、汚泥処理研究
から生まれたファインバブル技術
など、経済的波及効果の高い
環境関連ものづくり企業が集積

西部エリア
造船技術を応用した水処理
プラント製造、汚泥処理研究
から生まれたファインバブル技術
など、経済的波及効果の高い
環境関連ものづくり企業が集積

南部エリア
盛んな一次産業を背景に、豊富
な再エネ資源を活用した先駆的
なエネルギー利用、環境技術の異
分野利用などが進展

南部エリア
盛んな一次産業を背景に、豊富
な再エネ資源を活用した先駆的
なエネルギー利用、環境技術の異
分野利用などが進展

㈲松山農産（薩摩川内市）
バイオマス循環技術

清本鉄工㈱（延岡市）
食品残渣リサイクルプラント

霧島酒造㈱（都城市）
焼酎かすﾊﾞｲｵﾏｽ発電

北
部
エ
リ
ア

太陽光発電ﾒﾝﾃﾅﾝｽ

西
部
エ
リ
ア

海水淡水化ﾌﾟﾗﾝﾄ 有機廃棄物分解装置

紙おむつﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗﾝﾄ

中
央
部
エ
リ
ア

堆肥化プラント

南
部
エ
リ
ア

⑥

③

④

⑤

⑥鶏糞発電

水素自動車

③水素エネルギー供給システム
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監事

顧問

K-RIP組織体制

副会⾧

理事

企画部会 (2021/7～)
部会⾧

会員

K-RIP事務局
※（一財）九州ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰが運営

K-RIP戦略会議

会⾧
清本鉄工㈱
代表取締役社⾧
清本 邦夫

枠内は役員会メンバー

‘97

K-RIPの設立・発展と組織体制

環境・エネルギー分野のできごと K-RIPに関わる動き

九州環境エネルギー産業推進機構（通称：K-RIP）
（Kyushu Renewable energy and environmental Industry Promotion  association）

‘00

2016 九州環境エネルギー産業推進機構に改編
九州ｿｰﾗｰ＆ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰﾈｯﾄﾜｰｸ(SONEQ) と合併

【目的】 環境・リサイクル・エネルギー関連産業に携わる産学官金の横断的組織として、九州地域に蓄積された関連技術やノウハウを
活かし、新事業等の創出を行うことで、九州地域を世界に通用する競争力を有した環境・エネルギー産業の先導的地域とする。

1999   九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ 設立

日本最大級の
環境ｴﾈﾙｷﾞｰﾋﾞｼﾞﾈｽ支援組織

‘15‘15

‘05‘05

FY

第1回九州ｴｺﾀｳﾝ大学(人材育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)‘00

九州地域ﾘｻｲｸﾙ促進協議会（九州経済産業局内）‘97北九州エコタウン承認 ‘97

ｸﾗｽﾀｰ計画全国19ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの１つに採択‘01

循環型社会元年
「循環型社会形成推進基本法」等環境・ﾘｻｲｸﾙ関連法整備 ‘00

産業クラスター計画開始 ‘01

環境省発足 ‘01

京都議定書批准（05年発効） ‘02

小型家電リサイクル法施行 ‘12

海外との交流を開始(中国ﾐｯｼｮﾝ派遣)‘02

九州環境ｸﾗｽﾀｰ拠点組織間連携強化事業‘04

ｸﾗｽﾀｰﾏﾈｰｼﾞｬｰ配置開始‘05

国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ部会設置 ｱｼﾞｱ展開支援を本格化‘08

ASEAN交流事業を開始‘12

環黄海経済・技術交流大賞‘15

地域産業支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ表彰 経済産業大臣賞‘15

環境ビジネス異業種交流会「エコ塾」 開催100回記念‘16

K-RIP設立20周年‘19

‘25‘25

国連サミットでSDGs採択 ‘15

COP21で「パリ協定」採択（16年発効） ‘15

エネルギー政策基本法成立 ‘02

’12

第五次エネルギー基本計画策定 ‘18

第五次環境基本計画閣議決定 ‘18

【2024年度】 K-RIP会員 : 268会員
<法人会員(企業等 166社)の事業分類>
産業廃棄物処理・リサイクル :23％
再生可能エネルギー、省エネルギー :21％
環境関連素材 : 12％
廃棄物処理、リサイクル装置 : 7％
その他 :37％

<法人以外に、行政等 66、大学等 13、個人 23>

※戦略会議は必要に応じ開催し、
中⾧期的方針を協議

FIT法施行（再エネ固定価格買取制度）

2050年カーボンニュートラル宣言 ‘20

K-RIP設立25周年記念第150回「エコ塾」開催’24

企画部会設置(3部会統合)‘21 3

‘18

GXビジョン2040閣議決定 ‘25



K-RIP会員企業の技術領域

水

ｴﾈﾙｷﾞｰ

廃棄物

ｻｰﾋﾞｽ,
他

最多!ファインバブル

排水処理

海水淡水化

水処理施設設計

水処理設備製造

脱炭素コンサルティング

太陽光O&M

PVリサイクル

省エネ空調

EMS

廃棄物管理システム

食品残渣リサイクル

都市鉱山リサイクル

廃棄物処理設備製造灰無害化

環境監視機器

水質モニタリング

ソーラーシェアリング

アセスメント市場調査

小型家電リサイクル

DX
小水力発電

風力 バイオマス

スマートコミュニティ

堆肥化

CO2回収

上水

太陽熱利用

地中熱

LCA

循環利用・リサイクル

汚泥減容化

ろ過装置

膜処理

廃プラ

RPF

廃棄物発電
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蓄電池

炭化

環境分析 海外展開外部資金調達

バイオ燃料

紙おむつリサイクル

遮熱



K-RIPの主な事業

・各種イベント、セミナー情報の発信
や最新情報が配信されるメルマガの
登録などができます。

・会員データベースにアクセスし、
事業内容を確認できます。
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・K-RIPが実施するイベントなどの情報を発信
・最新の施策情報、業界動向、先進事例等の情報提供
・地域内外の技術ニーズ動向把握・発信と会員企業のマッチング

・情報提供・マッチングから新規事業開発に向けた調査等
を支援

・外部資金の獲得や他機関との連携を含めた調査・開発を
支援

・ネクストリーダー・若手の育成と人的ネットワークの形成

・環境エネルギー産業の課題解決と新事業創出に向けたテーマ
を発掘

・共同研究や業務提携等のプロジェクトチームを組成
・ビジネスモデルや販路拡大等の出口戦略策定・実施を支援
・ASEANや台湾等地域など、1社単独では難しい海外展開を

支援

九州地域を世界に通用する競争力を有した
環境・エネルギー産業の先導的地域へ

九州地域を世界に通用する競争力を有した
環境・エネルギー産業の先導的地域へ

・YouTubeに開設した「K-RIP 
World Channel」に、会員企業の
事業紹介動画（ベトナム語、タイ
語、中国語、インドネシア語）を
掲載しています。

・会員企業と現地企業とのオンライ
ン商談等に活用しています。



K-RIPの主な事業

・環境エネルギー分野等に関する新しい
潮流や先進事例の情報発信、関係者と
のネットワーク拡大による新たなアラ
イアンスの形成を目指して開催してい
ます。

6

・会員の要望に応じてパートナー候補の
探索や面談アレンジ、事業課題解決に
向けた専門家の紹介、各種支援施策等
のご紹介もおこなっています。

（単なる売り先の紹介は行っていません）

（オンライン・オフライン対応）

エコ塾の講演テーマ一例

（R7.7月時点 152回開催）



K-RIPの主な事業

・新規事業の開発や既存事業の成⾧に向けた市場調査を、
会員のニーズに応じて国内外で実施し会員にフィード
バックします。

・調査結果等をベースにした、新事業のスタートアップを
支援します。
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・市場調査等によるニーズや課題の把握から、仮説の検証、
小規模な試作・改良等をお手伝いします。

・試作等をベースにした、本格的な技術開発プロジェクト
及び外部機関も巻き込んだ開発チームの立ち上げ、外部
資金獲得等を支援します。

市場調査

試作・改良

仮説検証

技術開発

開発チーム

外部資金獲得



K-RIPの主な事業

・近畿大学及び北九州市立大学の協力のもと、九州の環境
産業の最新動向等を提供する15回にわたる講座
「環境と社会～九州環境ビジネス概論～」を、会員企業
等を講師に開催しています。

・会員企業にとっては、認知度向上や大学生との交流機会
創出につながり、また学生にとっては、カーボンニュー
トラルの理解や社会・企業の実情を知る良い機会になっ
ています。
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・自社のGHG排出量の算定など脱炭素推進人材の育成
や、他社とのネットワーク構築を目指している企業・
団体を対象に実施しています。

・過去の研修テーマ
『脱炭素の入り口を理解し、仲間づくりのきっかけ
となる研修交流会 R6.2.14開催』
『カーボンニュートラル事業の創出に向けたアイデ
アソン R6.7.11開催』



K-RIPの主な事業

・環境エネルギー産業分野の共同研究や業務提携等のプロ
ジェクトチームの組成をお手伝いします。

・課題解決に向けて必要なメンバー等を探し出し、研究会
を組成、ビジネスモデルや出口戦略の策定・実施を支援
します。

9

・販路拡大に向けた関連分野への展示会出展や展示会場
でのセミナー等開催によるPR（オンライン配信含む）
を支援します。

・必要に応じて、個別の販路拡大パートナーの探索や
マッチングも実施します。



K-RIPの主な事業
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・ASEANや台湾等の地域を対象に、現地調査や
個別商談・マッチングの実施など会員の個別要
望に応えるカスタマイズ型ミッション派遣によ
り、企業のニーズにあった海外展開支援を行っ
ています。（オンライン対応可）
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※すべて入会費は不要です

● 法人会員 年間６万円
● ＮＰＯ法人会員 年間１万2千円
● 個人会員 年間６千円

申込方法
● インターネットから

公式HPより「入会申込書」がダウンロードできます。
記入後に郵送・E-MAILで事務局にお送りください。

● お電話から
まずは、K-RIP事務局までご連絡ください。
※相談をご希望の方には、マネージャーが対応いたします。

K-RIPでは、環境ビジネスに精通したマネージャーが皆様のニーズにあったビジネス支援を行っています。
事業内容や入会方法に関しても詳しく説明いたしますので、お気軽にお問合せ下さい。

会費（1口）

九州環境エネルギー産業推進機構
〒812-0008 福岡市博多区東光2丁目7番25号

㈱正興電機製作所本社ビル本館2階
TEL：092-474-0042 FAX：092-985-0055
E-mail：info@k-rip.gr.jp

https://k-rip.gr.jp
正興電機製作所本社ビル本館2階

個別のご相談から各支援メニューにおつなぎします！
まずは貴社のお困りごとをご相談ください！！
個別のご相談から各支援メニューにおつなぎします！
まずは貴社のお困りごとをご相談ください！！


